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「飲食業と宿泊業だけ」という妥当性

すべて全会一致！
特別定額給付金（10万円）の
議決は県内最初！

議案第60号
「令和２年度琴浦町一般
会計補正予算（第１号）」

反 対

１
賛 成

12
欠１

高塚議員
（反対）　主な予算はコロナ対策による飲食店と宿泊
業の支援である。それには大賛成である。なぜ飲食業
と宿泊業だけなのか。もう少し内容を検討する必要が
あると思う。

（賛成）　現在ワクチンがないので、現状では感染源か
ら離れるということが一番大事だ。外出禁止がかかっ
てきている。私も現在、鶏の検査をやっているが、急
に鶏が３分の２しか出荷されなくなった。今取り得る
町の対策としては、臨機応変にお金を流して行くこと
が大事。

桑本賢議員

（賛成）　小売業、さらに飲食業は流通の最後の末端で
ある。したがって、それだけに資金力、経営力、基礎
体力が非常に弱い。この10万円を毎日の営業の利益
の中から生み出すというのは、10万円を売り上げた
らそれで済むというものじゃない。営業の中で資金を
作っていくのにそれが停止させられる。だから休業補
償が要る。緊急性が高い。必要な予算である。

押本議員

４月22日臨時会
臨時会が

22日開かれ、町介護保険条例の一部改
正など７件の専決処分や、本年度一般会計補正予

算など９議案を原案通り承認、可決した。
補正予算は新型コロナウイルス感染症対策事業費や
特別定額給付金の17億6535万円が追加さ

れ、総額は120億9535万円。

月 日 時会臨29５ 臨 時
会が29日開かれ、町税

条例の一部改正など専決処分と
本年度一般会計補正予算の３議案を原
案通り承認、可決した。
補正予算は、新型コロナウイルス感染症緊急
対策として、国の特別定額給付金の対象外と
なる４月28日以降に生まれる子どもへの商
品券支給をはじめ、町出身で自宅外から通
学する学生に３千円相当の町産品を送
る応援事業など１億4759万円が
追加され、総額は122億

6668万円。

町外学生に「エール便」

おなかの赤ちゃんにも

新型コロナ禍対策
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発言内容の時と場所が懲罰に値するか否か
反 対

５
賛 成

８
除斥１井木議員

（反対）　委員長報告があったわけだが、説明も意見も聞いてない状態で、この議長に対
する懲罰はしないという結論を出した。これでは、私としても納得できるものではない。
やはりきっちりとした形で、全員に分かるように説明をするのが当たり前だと思うので、
この委員長報告には反対。

青亀議員
（反対）　今回の事件は133条の適用、135条の適用の問題も含めて、重大な誤りもあり、
一回、懲罰特別委員会に差し戻して、原点から議論をすることが適当であると思う。
　よって、懲罰を科さないということについては反対。

高塚議員
（反対）　委員会条例第７条には、委員は議長が会
議に諮って指名するとある。外部の団体の意向に
よって委員会配属を決めることは条例違反であ
る。懲罰に値するのは当然である。

（賛成）　今回の件は休憩中の発言だったので、正式な議事録には残っていない。また、
個人の問題に立ち入る発言としては立証ができない。私生活にわたる言動が一部あった
としても、３月18日の全員協議会で陳謝をしている。よって、この件は懲罰に値しない。

新藤議員

（賛成）　３月18日の全員協議会の会議録が委員
会で配布された。その中の発言が職務上の権限を
超えているとか、個人の問題に立ち入った発言で
あると断定するには至らなかった。

桑本始議員

月定 会例６
６月定例会は

19日最終日、本年度一般会計補正予算案や農業委員会の委員の任命など31議
案と追加議案１議案、議員提出３議案をいずれも原案通り可決、同意した。
追加された町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正は、４月以降一人当たりの税率を

12％上げることを３月議会で可決したが、新型コロナウイルスの影響を考慮して来年
に先送りし、本年度は従前どおりの税率にする改正。

懲罰特別委員会報告
議長に対する懲罰について……懲罰なし� P7参照

（６月９日～ 19日）

に毎月議会審議
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２年陳情第５号
「地方財政の充実・強化を求める陳情」

議員提出議案第６号
「地方財政の充実・強化を求める

意見書の提出について」
コロナ禍に見るトップランナー方式の是非

高塚議員
（反対）　陳情内容は「地方交付税における業務改革の取組
等の成果を反映した算定（従来のトップランナー方式）は、
地域の実情を無視し、本来交付税に求められる財源保障機
能を損なう算定方式であるから、その廃止・縮小を検討」
とある。先進的なところを基準にして効率が上がって経費
も安くあがっているところを基準に、交付税を算定すると
いうトップランナー方式は結構なことだと思う。

（賛成）　確かに経営効率は考えなければならないが、トッ
プランナー方式という効率最優先で、今回のコロナで明ら
かになった医療崩壊の大元だ。そもそも公共の社会的共通
資本にあたるところの医療であるとか教育であるとかを効
率のみで選択と集中でやった結果、医療に関して見られた
とおり崩壊だ。このコロナ禍によって新自由主義の政策の
破綻は明らかだ。

押本議員

（賛成）　いま世界は新型コロナウイルスの関係で、政治の
あり方、社会のあり方、全てを見直そうという機運が盛り
上がっている。2020年１月のダボス会議では、資本主義、
社会主義というテーマになっていた。今パンデミックの中
で社会が大きな混乱を起こしていると思う、公の力が今ほ
ど試される。保健所を半減したことが、コロナで検査が受
けられないという状態にもなっている。

青亀議員

反 対

２
賛 成

12

反 対

1
賛 成

13
７

臨 会予（
）定

時
月2
2日

コロ
ナ後
に向けた新たな投資を国の

第１次補正による
第１弾では即効性、第２

弾では必要とされる各方面への
支援策が講じられた。
このたびの国の第２次補正予算で、
新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金が増額される。第３弾と
して、次の４項目に基づいて、よりき
め細やかな支援策が策定される。
７月22日の臨時会では、これらの具
体的施策が上程・審議される予定。
①感染防止対策　②町民生活支
援　③地域経済対策　④コ
ロナ後へ新たな改

革

上：米疾病管理予防センター
下：「商品券」午前中で完売（町民提供）
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 前

田
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田
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高
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井
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賛
成

反
対

臨
時
会

令和2年度琴浦町一般会計補正
予算（第1号） 可決 12 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 議

定
　
例
　
会

議長に対する懲罰について
　　　　（懲罰なし） 可決 ８ ５ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × 仮 × ○ ○ × 除

議会本会議中の議員の発言につ
いて、発言の撤回と陳謝を促す
ことについて（陳情）

不採択 ０ 14 × × × × × × × × × × × × × × 議

地方財政の充実・強化を求める
陳情 採択 13 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

地方財政の充実・強化を求める
意見書の提出について 可決 12 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　仮＝仮議長　　除＝除斥

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

２年
陳情
第３号

「最低賃金の改善と
中小企業支援の拡充
を求める意見書」の
採択を求める陳情

鳥取県労働組合総連合
議長　田中 暁

国に対し、最低賃金の地域
間格差の是正と抜本的な引き
上げ及び中小企業支援策の拡
充を求める。

総務産業 採択
採択

（国に意見
書提出）

２年
陳情
第４号

議会本会議中の議員
の発言について、発
言の撤回と陳謝を促
すことについて（陳
情）

足羽 佑太

令和元年第６回定例会にお
ける議員の発言について、議
会としてそれを戒め、撤回さ
せるよう求める。

総務産業 不採択 不採択

２年
陳情
第５号

地方財政の充実・強
化を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口 一樹
琴浦町職員労働組合
執行委員長　林原 裕司

国に対し、2021年度の政
府予算と地方財政の検討にあ
たっては、歳入・歳出を的確
に見積もり、地方財政の確立
をめざすよう求める。

総務産業 採択
採択

（国に意見
書提出）
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委員長　澤田 豊秋

　６月16日委員会を開催し、各課からの報告事項等の説明を受け
質疑を行った。
　また、付託された陳情３件について審査した。「最低賃金の改善
と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求める陳情」と、「地
方財政の充実・強化を求める陳情」は採択。「議会本会議中の発言
について、発言の撤回と陳謝を促すことについて」 は、不採択と
し審査を終えた。
　今回は、町内業者のテイクアウト弁当を一向平で昼食とした。
午後、一向平キャンプ場の観光地化プロジェクトの状況と「元

もと
旧
きゅう

川
がわ
上流水路溢

いっ
水
すい
対策」 について、現地確認をおこなった。なお、

今後もできる限り現地確認と関係機関をはじめ町民との意見交換
に努めることを申し合わせた。元旧川視察（E地点）

Q　�４月28日以降出産予定の妊婦に対する給付金（商品券５万円）を特別定額給付金（10万円）並みにできないか。
Ａ　�二次補正で検討。
Q　�大学生が家賃等大変な状況にある、大学生等への経済支援は。
Ａ　�町民の声を聞いて、琴浦町らしい支援を考える。
Q　�敬老会の補助が廃止されたが、高齢者にテイクアウト弁当の配布で事業者支援をしては。
Ａ　�対応を検討する。
Q　�テイクアウト40店舗中５店舗終了は少ないのでは。
Ａ　�事業は完了するまで継続する。

一向平キャンプ場は、今年４月から「㈱スマイルキューブ」に指定管理され、６月20日にオープン。今秋にはフィンラ
ンド式サウナも始まる予定。

委 員 会 の 報 告
総務産業常任委員会

北
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委員長　大平 高志

　６月17日に委員会を開き、各課からの報告事項、議案に関する
説明を受け、質疑を行った。
　また、５月22日に社会福祉協議会から取り組みと現状「地域福
祉活動計画の策定」の策定状況を聞き取りし、事業取り組みに関し
て認識を深めた。

Q　�不登校の状況はどうなっているか。
Ａ　�年度初めに多い、学年が上がるごとに少なくなる傾向がある。
Q　�学生支援の取り組みはどうなっているのか。
Ａ　�奨学金支援を県の事業に乗る形でしている、他のメニューも

検討したい。
Q　�GIGAスクール構想はどうなっているか。
Ａ　�夏休み中に校内回線を改修予定。
Q　�セキュリティ対策はどうなっているか。
Ａ　�インターネット用に回線を引くが、鳥教ネットと使い分けし

たい。
Q　�不登校生徒にオンライン授業で対応できないか。
Ａ　�検討してみたい。
Q　�三密もある。少人数学級も考えては。
Ａ　�既に話は出ている。方向は検討課題と思っている。
Q　�斎尾廃寺跡の史跡について、国道からの案内板がないが考え
られないか。

Ａ　�保存と活用を考える中で検討していきたい。

委員長　前田 智章

懲罰特別委員会審査報告書
　本委員会は、令和２年３月23日に設置され、「議長�小椋正和�
君に対する懲罰の件」について付託され、４月16日及び５月
８日の２日間にわたり慎重に審査した結果、下記のとおり決定
したので会議規則第77条の規定により報告します。（６月定例
会初日で報告）

記

１．審査結果　　懲罰を科さない。

２．経　緯
　当委員会では、議長小椋正和君の当該発言に関して、客観的
な事実としては、他人の私生活にわたる言論は一部あったとの
見解を持つ一方で、その発言が職務上の限度を超えて、個人の
問題に立ち入った発言であったとは断定しがたい。
　また、真に不適切な言辞を用い、議員としての品位を失墜さ
せる言動があったと断定するには至らなかった。
　したがって、議長小椋正和君の一連の発言については、懲罰
を科すべきではないという審査結果である。

懲罰特別委員会

教育民生常任委員会
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一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

通告５番

① 「コロナ以降」 についてどう考えるか
② 「若者回復率」 について

押本　昌幸

通告７番 通告８番 通告９番

新藤　登子

① コロナ危機で見た課題と克服への取り
組みについて
② キャッシュレス決済の推進について
③監査のあり方について
④ 議会運営への介入について

大平　高志

通告４番

通告１番

① 新型コロナウイルス感染対策と今後の
対応について
② 特定健診受診率向上のための取組み
と予防医療に対する町の方針は

前田　敬孝

通告２番 通告３番

通告６番

① コロナ禍による災害時の対策は

①梨の振興について
② 学校のトラブル早期解決 「スクール
ロイヤー」 導入について

手嶋　正巳

① キャッシュレス決済拡大推進方策は
② 新型コロナウイルスの影響と対策は
③ 防災対策の見直しについて

福本まり子

①防災について
②差別について
③ 農業委員会の議会人事介入について
④ 部落解放同盟琴浦町協議会について
⑤町長・議員選挙について

高塚　勝
青亀　壽宏

① 国民健康保険税の引き上げを中止し、国保加入者の
負担軽減を決断すべきではないか
② 公共施設の長期的視野に立った計画的管理について
③ 町長は議会で議決され、施行された条例をその条例
により設置された審議会に改正条例の是非を諮問で
きるのか
④ 訴訟など法的専門知識の支援などの体制はどうなっ
ているのか
⑤ 行政委員会の一つである農業委員会の役割について

① 新型コロナ独自支援策と今後の戦略
について

桑本　始

※青字は、本紙では省略

新藤　登子

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任
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一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、
事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うもの。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）。
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場
全
体
と
し
て
の
基
準

が
必
要

問
　
町
の
配
布
物
で
使
用
し
て
い
る
書
体
や

色
づ
か
い
な
ど
、
役
場
全
体
と
し
て
の
基

準
が
な
い
よ
う
だ
。手
に
取
っ
て
読
ま
れ
、

理
解
さ
れ
て
初
め
て
「
お
知
ら
せ
」
が
届

い
た
こ
と
に
な
る
。
小
さ
く
て
細
い
字
、

カ
ラ
フ
ル
な
配
色
が
苦
手
な
人
も
い
る
。

な
に
よ
り
先
に
読
字
障
害
や
視
力
の
弱
い

人
、
色
弱
の
人
へ
の
配
慮
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

情 

報
伝
達
の
デ
ジ
タ
ル
化

答
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
次
に
な
る
。
二
次
補
正

に
よ
る
次
の
段
階
の
取
り
組
み
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
き
た
い
。

 　
体
内
の
糖
分
が
髪
の
毛
、
骨
、
内
臓
、

筋
肉
な
ど
を
作
っ
て
い
る
た
ん
ぱ
く
質
に

蓄
積
し
て
細
胞
を
劣
化
さ
せ
る
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ

（
終
末
糖
化
産
物
）
と
い
う
物
質
が
あ
る
。

骨
粗
し
ょ
う
症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉
の

減
少
）、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
歯
周
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
だ
け
で
な
く
、
皮
膚
の

コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
蓄
積
す
る
と
、
く
す
み
や

し
わ
の
原
因
に
な
る
。
糖
尿
病
患
者
の
寿

命
が
短
く
な
る
の
は
、
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
が
蓄
積
し

や
す
く
、
そ
れ
だ
け
老
化
が
進
む
と
い
う

こ
と
。
体
内
の
Ａ
Ｇ
Ｅｓ
を
簡
単
に
測
定
で

き
る
セ
ン
サ
ー
は
県
の
看
護
協
会
で
も
貸

し
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
健
康
状
態
（
老

化
度
）
が
「
見
え
る
化
」
で
き
る
。
よ
り

多
く
の
町
民
や
事
業
所
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
測
定
を
啓
発
し
、
健
康
意

識
を
高
め
れ
ば
特
定
検
診
に
つ
な
が
る
は

ず
だ
。
未
受
診
者
の
半
数
を
占
め
る
、「
す

で
に
通
院
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

受
診
さ
れ
な
い
方
へ
の
呼
び
水
に
な
る
と

思
う
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
「
保
険
者
努

力
支
援
制
度
」
が
大
き
く
変
わ
り
、
取
り

組
み
の
悪
い
自
治
体
は
交
付
金
が
減
額
と

な
る
。
知
事
は
「
県
内
で
面
白
そ
う
な
取

り
組
み
が
あ
れ
ば
、
他
の
市
町
村
に
横
展

開
し
て
い
き
た
い
。」と
い
う
考
え
の
よ
う
だ
。

　
「
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
を
取
ら
な
い
、
貯
め
な
い
、

作
ら
な
い
運
動
」
を
町
で
推
進
し
て
は
ど

う
か
。

健
康
問
題
に
は
諸
説
あ
る

答
　
健
康
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
数
字
で
は

計
れ
な
い
。
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
、

健
康
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
に
着
目
し
生
活
習

慣
病
対
策
の
一
本
化
を

問

問 しわやたるみ、生活習慣病
 原因はAGEs

答 諸説あるので様子見な
がら考える 小松町長

前田 敬孝　議員（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 27分 ＋ 31分 ） 58分

字体による視認性の比較

鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2
いちばん読みやすい字体はどれですか
 （游ゴシック Light）

鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2

いちばん読みやすい字体はどれですか

 （BIZUDP ゴシック）

鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2

いちばん読みやすい字体はどれですか

 （HGP 創英角ポップ体）

出典：一般社団法人日本ハンド・ビューティー協会
（参考：杏林大学）
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一 般 質 問 一 般 質 問

感
染
の
対
策
は

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

い
つ
収
束
す
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
地
震
や
台
風
の
発
生
、
梅
雨
ど
き
の

大
雨
に
は
土
砂
災
害
も
あ
り
得
る
。
感
染

の
対
策
は
。

知
人
、
親
戚
に
移
る
な
ど
の

対
策
を
周
知 

小
松
町
長

答
　
地
域
防
災
計
画
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

手
洗
い
、
う
が
い
等
の
徹
底
や
避
難
者
の

ス
ペ
ー
ス
確
保
な
ど
感
染
対
策
を
追
加
す

る
。
避
難
所
の
過
密
を
避
け
る
た
め
、
事

前
に
親
戚
、
友
人
宅
へ
の
避
難
の
方
針
を

町
民
へ
周
知
す
る
。

　
テ
ン
ト
10
基
準
備
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
な
の
か
。
間
仕

切
り
は
２
ｍ
間
隔
か
４
ｍ
間
隔
か
。

避
難
す
る
方
の
人
数
に
よ
る

 

小
松
町
長

答
　
２
ｍ
と
い
う
一
つ
の
指
針
が
あ
っ
て
も

10
人
来
ら
れ
て
２
ｍ
離
れ
て
の
形
は
す
る

が
間
仕
切
り
ま
で
す
る
こ
と
に
な
る
か
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
3
か
所
に
テ
ン
ト
を
分
け
ら
れ
る
の

か
。
地
区
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

台
風
が
来
る
と
き
の
避
難
所

を
準
備 

小
松
町
長

答
　
3
か
所
設
置
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の

避
難
所
を
想
定
し
て
テ
ン
ト
を
準
備
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

中
山
間
地
を
想
定

 

山
田
総
務
課
長

答
　
中
山
間
地
を
以
西
、
古
布
庄
、
下
郷
を

想
定
し
て
い
る
。
あ
と
は
各
地
区
の
公
民

館
が
基
本
と
な
る
。
そ
の
他
移
動
が
あ
れ

ば
予
備
を
使 

っ
て
順
次
対
応
す
る
考
え
で

あ
る
。

　
今
か
ら
の
備
え
と
、
い
か
に
早
く
対
応

す
る
か
も
大
事
で
、
感
染
防
止
と
命
を
守

る
行
動
、
防
災
と
コ
ロ
ナ
対
策
を
ど
う
両

立
さ
せ
る
か
。
そ
の
た
め
に
は
訓
練
が
大

事
、
取
り
組
ん
で
は
。

訓
練
の
重
要
性
は
十
分
承
知

し
て
い
る 

小
松
町
長

答
　
訓
練
と
い
う
の
は
結
局
自
分
が
逃
げ
る

所
を
実
際
に
歩
い
て
み
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
思
う
。
い
か
に
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
か
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
今
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
っ

た
。
し
か
し
集
ま
る
と
密
に
な
る
。
食
事
の

体
制
と
必
要
な
備
え
、
そ
し
て
備
蓄
倉
庫

の
中
に
あ
る
物
資
な
ど
の
確
認
は
ど
う
か
。

炊
き
出
し
を
考
え
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い 

小
松
町
長

答
　
長
期
に
と
な
れ
ば
炊
き
出
し
は
あ
る
。

全
く
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
備

蓄
倉
庫
に
は
乾
パ
ン
、
水
、
赤
ち
ゃ
ん
の

ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
賞
味
期
限
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　問

避
難
所
で
の
三
密
を
避
け

る
た
め
の
対
策
は

問

避
難
所
3
施
設

 

準
備
地
区
は
ど
こ
か

問

避
難
所
開
設
の
訓
練
大
事

だ
と
思
う
が

問
三
密
を
避
け
る
た
め
の
炊

き
出
し
は

問

新藤 登子　議員

問 コロナ禍における
 災害時の対策は

答 感染対策を追加する
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 14回 16分 ＋ 29分 ） 45分
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一 般 質 問 一 般 質 問

梨
生
産
の
現
状
、

非
常
に
厳
し
い
と
思
う
が

農
業
と
い
う
中
で
の
、
梨
の

位
置
づ
け
は

問
一
つ
の
主
力
商
品
で
あ
る

 

小
松
町
長

答
　
一
つ
の
主
力
で
あ
り
産
地
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
の
誇
り
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Ｈ
27
年
と
現
在
と
を
比
較
し
て
み

る
と
、次
の
よ
う
だ
が
ど
う
思
う
か

問
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る 

小
松
町
長

答
　
作
付
け
面
積
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い

が
、
平
均
単
価
は
上
が
っ
て
い
る
。
品
種
な

ど
考
え
て
、
生
産
者
の
所
得
が
上
が
る
よ

う
に
生
産
振
興
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

収
穫
時
に
台
風
が
や
っ
て
く
る

問
　
地
球
温
暖
化
の
関
係
で
業
種
転
換
の
話

を
聞
く
が
。

自
然
災
害
は
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い 

小
松
町
長

答
　
宿
命
的
な
話
で
あ
り
、（
業
種
転
換
も
）

一
つ
の
選
択
肢
だ
と
思
う
。

二
十
世
紀
梨
の
歴
史
を

問
　
百
年
樹
の
あ
る
梨
公
園
（
ガ
ー
デ
ン
ヒ

ル
ズ
立
石
台
の
南
側
）
の
Ｐ
Ｒ
を
。

百
年
樹
の
Ｐ
Ｒ
も
、
販
路
拡
大

で
検
討
し
て
い
く 

小
松
町
長

答
　
二
十
世
紀
梨
の
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
。

農
協
と
相
談
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い
。

梨
生
産
振
興
事
業
で

 

推
進
し
て
い
く
の
か

問
　
「
新
甘
泉
」
な
ど
新
品
種
の
生
産
拡
大
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
の
推
進
等
で
梨
産
地
の

活
性
化
を
図
る
の
か
。

　
「
梨
生
産
部
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
会
」
で
検
討
、
協
議
を
進
め
梨
の
産
地

を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
支
援
を
し
て

い
く
。ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
導
入

の
検
討
は

￥

現
場
か
ら
専
門
家
の
助
言
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る

問
　
文
部
科
学
省
は
今
年
度
か
ら
学
校
現
場

に
助
言
す
る
弁
護
士
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
」
を
全
国
に
配
置
す
る
取
組
み
を
加

速
さ
せ
る
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど
も

を
巡
る
問
題
が
複
雑
化
す
る
中
、
深
刻
化

す
る
前
の
早
期
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

る
、
導
入
の
考
え
は
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

 

田
中
教
育
長

答
　
文
部
科
学
省
は
今
年
度
よ
り
全
国
に
300

人
配
置
す
る
方
針
と
聞
い
て
い
る
。現
在
、

県
が
文
部
科
学
省
の
方
針
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
町
と
し
て

は
、
県
教
育
委
員
会
が
契
約
し
て
い
る
教

育
専
門
の
顧
問
弁
護
士
、
町
の
顧
問
弁
護

士
を
活
用
す
る
。

JA
果
樹
研
究
会
の
同
志
会
と

連
携 

小
松
町
長

答

手嶋 正巳　議員

問 ①梨の現状を踏まえて、今後の振興は
②スクールロイヤー導入は

答 ① 「ビジョンを考える会」で検討、協議を進め
取組みを展開していく 小松町長
②現段階では考えていない 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間 （ 15回 17分 ＋ 29分 ） 46分

H27 R01 差

全 体 戸 数 208 155 ▲53
（戸）

全 体 面 積 101.9 75.74 ▲26.16
（ha）

全 体 数 量 2,658 1,888 ▲770
（ｔ）

全体販売額 998 867 ▲131
（百万円）

平 均 単 価 376 460 84
（円）

（琴浦梨生産部調べ）
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一 般 質 問 一 般 質 問

梨
生
産
の
現
状
、

非
常
に
厳
し
い
と
思
う
が

農
業
と
い
う
中
で
の
、
梨
の

位
置
づ
け
は

問
一
つ
の
主
力
商
品
で
あ
る

 

小
松
町
長

答
　
一
つ
の
主
力
で
あ
り
産
地
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
の
誇
り
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Ｈ
27
年
と
現
在
と
を
比
較
し
て
み

る
と
、次
の
よ
う
だ
が
ど
う
思
う
か

問
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る 

小
松
町
長

答
　
作
付
け
面
積
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い

が
、
平
均
単
価
は
上
が
っ
て
い
る
。
品
種
な

ど
考
え
て
、
生
産
者
の
所
得
が
上
が
る
よ

う
に
生
産
振
興
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

収
穫
時
に
台
風
が
や
っ
て
く
る

問
　
地
球
温
暖
化
の
関
係
で
業
種
転
換
の
話

を
聞
く
が
。

自
然
災
害
は
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い 

小
松
町
長

答
　
宿
命
的
な
話
で
あ
り
、（
業
種
転
換
も
）

一
つ
の
選
択
肢
だ
と
思
う
。

二
十
世
紀
梨
の
歴
史
を

問
　
百
年
樹
の
あ
る
梨
公
園
（
ガ
ー
デ
ン
ヒ

ル
ズ
立
石
台
の
南
側
）
の
Ｐ
Ｒ
を
。

百
年
樹
の
Ｐ
Ｒ
も
、
販
路
拡
大

で
検
討
し
て
い
く 

小
松
町
長

答
　
二
十
世
紀
梨
の
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
。

農
協
と
相
談
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い
。

梨
生
産
振
興
事
業
で

 

推
進
し
て
い
く
の
か

問
　
「
新
甘
泉
」
な
ど
新
品
種
の
生
産
拡
大
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
の
推
進
等
で
梨
産
地
の

活
性
化
を
図
る
の
か
。

　
「
梨
生
産
部
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
会
」
で
検
討
、
協
議
を
進
め
梨
の
産
地

を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
支
援
を
し
て

い
く
。ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
導
入

の
検
討
は

￥

現
場
か
ら
専
門
家
の
助
言
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る

問
　
文
部
科
学
省
は
今
年
度
か
ら
学
校
現
場

に
助
言
す
る
弁
護
士
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
」
を
全
国
に
配
置
す
る
取
組
み
を
加

速
さ
せ
る
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど
も

を
巡
る
問
題
が
複
雑
化
す
る
中
、
深
刻
化

す
る
前
の
早
期
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

る
、
導
入
の
考
え
は
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

 

田
中
教
育
長

答
　
文
部
科
学
省
は
今
年
度
よ
り
全
国
に
300

人
配
置
す
る
方
針
と
聞
い
て
い
る
。現
在
、

県
が
文
部
科
学
省
の
方
針
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
町
と
し
て

は
、
県
教
育
委
員
会
が
契
約
し
て
い
る
教

育
専
門
の
顧
問
弁
護
士
、
町
の
顧
問
弁
護

士
を
活
用
す
る
。

JA
果
樹
研
究
会
の
同
志
会
と

連
携 

小
松
町
長

答

手嶋 正巳　議員

問 ①梨の現状を踏まえて、今後の振興は
②スクールロイヤー導入は

答 ① 「ビジョンを考える会」で検討、協議を進め
取組みを展開していく 小松町長
②現段階では考えていない 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間 （ 15回 17分 ＋ 29分 ） 46分

H27 R01 差

全 体 戸 数 208 155 ▲53
（戸）

全 体 面 積 101.9 75.74 ▲26.16
（ha）

全 体 数 量 2,658 1,888 ▲770
（ｔ）

全体販売額 998 867 ▲131
（百万円）

平 均 単 価 376 460 84
（円）

（琴浦梨生産部調べ）
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一 般 質 問 一 般 質 問

自
治
体
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
で
何
が

　
　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
拡
大
推
進
全
国

29
か
所
の
モ
デ
ル
地
区
に
琴
浦
町

が
選
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
何
を
推
進

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
町
内
事

業
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
ま
だ
20
％

程
度
で
あ
り
、
こ
の
6
月
末
に
は
ポ
イ
ン

ト
還
元
制
度
も
終
了
す
る
。
9
月
か
ら
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
と
い
う
国
の
動
き
も
あ
る

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
化
も
23
・

74
％
と
進
ん
で
い
な
い
。
カ
ー
ド
取
得
の

必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
か
、
個
人
情

報
の
漏
洩
や
口
座
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
不
安
の
声
も
聞
く
。
関
連
も
含
め

て
方
向
性
は
。

証
明
書
等
交
付
時
に

 

小
松
町
長･

山
田
総
務
課
長

答　
役
場
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め

る
が
、
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
処
理
で
き
る
か
を
検

討
。
た
だ
手
数
料
の
発
生
が
あ
る
の
で
、

そ
の
あ
た
り
も
含
め
、
モ
ニ
タ
ー
し
て
い

く
。
早
け
れ
ば
11
月
を
目
途
に
行
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
口
座
を
つ
け
て
と
い
う
話
や
健

康
保
険
証
を
と
い
う
こ
と
も
聞
く
が
今
の

と
こ
ろ
未
定
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
2
万

円
に
対
し
5
千
円
の
ポ
イ
ン
ト
上
積
み
）

の
実
施
に
む
け
、「
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
」
を

取
得
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

 

コ
ロ
ナ
禍
の
第
２
弾
対
策
は

　
　
　
す
で
に
臨
時
議
会
で
コ
ロ
ナ
対
策

を
打
ち
出
し
、
第
一
段
階
は
飲
食

店
を
中
心
と
し
た
経
済
対
策
や
支
援
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
生
活
支
援
や
雇
用
、
さ
ら
に
教
育

の
面
で
幅
広
い
対
策
が
望
ま
れ
る
が
ど
う

か
。

住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

 

小
松
町
長

答
　
国
の
２
次
補
正
、
２
兆
円
の
地
方
創
生

の
臨
時
交
付
金
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
商

業
が
一
番
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
経
済

的
に
回
復
し
よ
う
と
す
る
時
に
何
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
か
、
住
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
考
え
、
次
に
手
を
打
た
な
け
れ
ば

と
思
う
。新

し
い
生
活
様
式
で

 

田
中
教
育
長

答
　
授
業
の
遅
れ
も
な
く
、
三
密
を
避
け
た

「
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
指
針
」
が
で

て
い
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
学
校
は
対

応
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
前
倒
し

に
な
っ
た
の
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
。

コ
ロ
ナ
を
教
訓
と
し
た

防
災
対
策
の
見
直
し
を

　
　
　
近
年
、
長
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

い
っ
た
現
象
が
頻
繁
に
お
き
て
お

り
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し

て
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
ら
れ
て
い
る

が
、
分
散
型
避
難
、
避
難
所
の
在
り
方
や

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
視
野
に
避
難
所

の
設
計
や
運
営
、
備
蓄
品
、
住
民
個
々
の

意
識
や
防
災
グ
ッ
ズ
等
の
見
直
し
が
急
務

だ
が
。

点
検
を
行
い
整
備
す
る

 

小
松
町
長

答

　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
関
連
で
消
毒
薬
と
か
テ
ン
ト
等

は
発
注
を
か
け
て
い
る
。
分
散
避
難
も
考

え
、
開
設
頻
度
の
高
い
避
難
所
へ
の
備
蓄

品
整
備
等
、
現
地
の
確
認
を
行
う
。

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
も
点
検

を
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
防

災
対
策
は
、
す
べ
て
町
が
フ
ル
セ
ッ
ト
で

で
き
な
い
の
で
、
地
域
の
人
た
ち
の
声
や

動
き
を
頼
り
に
運
営
を
や
っ
て
い
く
避
難

所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

福本 まり子　議員

問 ①キャッシュレス決済拡大推進方策は
②新型コロナウイルスの影響と対策は
③防災対策の見直しについて

答 ①諸証明発行時の決済から取り組む 町長
②・第２弾にむけて英知をしぼる 町長
　・新生活様式とGIGAスクール構想充実 教育長
③コロナ関連対策整備を盛り込む 町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 30分 ＋ 46分 ） 76分
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
５
月
末
、
地
元
紙
の
社
説
に
「
各
市
町

村
の
６
月
議
会
で
、
こ
の
市
町
村
の
や
っ

た
コ
ロ
ナ
対
策
の
点
検
と
備
え
」
を
と

あ
っ
た
。
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
ど

う
も
世
界
が
変
わ
り
そ
う
だ
と
４
月
末
こ

ろ
か
ら
言
わ
れ
始
め
、
在
宅
勤
務
と
か
テ

レ
ビ
会
議
と
か
、
リ
モ
ー
ト
化
と
か
で
世

の
中
変
わ
り
そ
う
だ
と
。
そ
う
い
っ
た
時

代
の
と
し
て
の
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
、
こ
れ

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
を
尋
ね
た
い
。

　
４
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
「
琴
浦
町

ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
創
生
戦

略
」
も
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
、
例
え
ば
観
光

戦
略
な
ど
。

「
地
方
創
生
」
の
根
本
は

 「
東
京
一
極
集
中
」の
分
散
化

答
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
、
会
議
の
仕
方
で
も

県
内
の
テ
レ
ビ
会
議
と
か
、
講
師
が
呼
べ

な
い
の
で
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
と
か
使
っ
て
複

数
の
方
と
意
見
交
換
す
る
と
い
う
こ
と
を

琴
浦
町
で
も
何
件
か
５
月
６
月
で
や
っ
て

い
る
。
会
社
に
行
か
な
く
て
も
、
東
京
に

い
な
く
て
も
済
む
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　
「
地
方
創
生
」
の
根
本
は
「
東
京
一
極
集

中
の
分
散
化
」
で
あ
っ
た
。
満
員
電
車
に

乗
る
よ
り
も
月
一
回
本
社
に
出
勤
で
済
む

な
ら
、鳥
取
に
、琴
浦
に
住
ん
で
も
い
い
な
、

ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
に「
創
生
戦
略
」

も
含
め
ど
う
対
処
す
る
の
か

問

も
、
そ
れ
を
運
搬
す
る
人
、
警
官
・
消
防

士
・
医
師
・
看
護
師
な
ど
必
須
の
社
会
的

共
通
資
本
を
支
え
る
人
々
が
要
る
。
同
時

に
デ
ジ
タ
ル
で
安
心
安
全
を
守
れ
る
人
が

い
る
。
今
以
上
に
格
差
が
拡
大
す
る
。
そ

こ
を
補
う
ケ
ア
・
福
祉
が
今
後
非
常
に
大

事
に
な
る
。が
、「
創
生
戦
略
」に「
福
祉
」

が
な
い
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
。

意
外
と
高
齢
者
が
ス
マ
ホ
を

答
　
意
外
と
高
齢
者
が
ス
マ
ホ
で
孫
の
動
画

を
見
る
、
楽
し
い
。
こ
れ
も
Ｄ
Ｘ
で
の
在

り
方
と
思
う
。（「
福
祉
」は「
創
生
戦
略
」

と
は
別
に
今
年
度
「
福
祉
戦
略
」
を
策
定

と
の
こ
と
）

　
「
コ
ロ
ナ
対
策
の
点
検
と
備
え
」
で
琴

浦
町
は
及
第
点
だ
と
思
う
が
、あ
と
一
点
、

コ
ロ
ナ
禍
ス
ト
レ
ス
に
対
し
、
享
保
年
間

に
吉
宗
将
軍
が
始
め
た
「
疫
病
払
い
」
の

「
花
火
大
会
」
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

「
コ
ロ
ナ
対
策
の
点
検
」

「
疫
病
払
い
」に「
花
火
大
会
」は

問
「
花
火
」

一
つ
の
提
案
と
し
て
受
け
て
お
く

答

と
い
う
人
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
教
育
で
言
え
ば
遠
隔
授
業
と
、
そ
の
条

件
整
備
も
必
要
に
な
る
。

　
「
琴
浦
町
創
生
戦
略
」
は
「
子
育
て
・

健
康
・
経
済
・
観
光
・
交
流
」
の
５
つ
。

　
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在

宅
勤
務・テ
レ
ビ
会
議
、こ
れ
ら
は
リ
モ
ー

ト
化
だ
。
そ
し
て
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
使
う
。こ
れ
ら
が
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、

第
４
次
産
業
革
命
の
到
来
で
デ
ジ
タ
ル
化

が
加
速
す
る
。
一
方
で
、
何
も
危
険
性
の

高
い
都
会
に
い
な
く
て
も
暮
ら
し
が
で
き

る
、
そ
れ
が
万
人
の
目
に
も
見
え
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
Ｄ
Ｘ
だ
。

　
リ
ア
ル
の
世
界
で
生
き
て
て
、
ネ
ッ
ト

で
買
い
物
、
ビ
デ
オ
で
会
議
、
音
楽
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
聴
く
。
こ
れ
が
Ｄ
Ｘ
の

世
界
で
は
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
り
な
が

ら
、
た
ま
に
は
い
い
買
い
物
を
、
実
際
に

あ
の
人
に
会
っ
て
話
を
、
ま
た
ラ
イ
ブ
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
。
こ
う
い
う
ふ
う
に

世
界
観
が
逆
転
す
る
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ネ
ッ
ト
通
販
が
進
ん
で

こ
れ
か
ら
の
Ｄ
Ｘ
の
世
界
で
、

 

ケ
ア
・
福
祉
が
大
事
に
な
る

問

押本 昌幸　議員

問 ポスト・コロナ時代の対処は
そして点検、対策の１つに「花火」

答 DX（デジタル・トランスフォーメーション）
時代の在り方（戦略）を考える必要 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ８回 30分 ＋ 24分 ） 54分

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
対
策
は

 

「
創
生
戦
略
」
の
見
直
し
は
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

効
果
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
町
の
課
題
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
克
服
の

た
め
何
が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
キ
ー
ワ
ー
ド

 

小
松
町
長

答
　
幸
い
県
内
で
は
3
名
の
陽
性
患
者
で
約

2
ヵ
月
が
過
ぎ
て
い
る
。
そ
こ
で
課
題
は

感
染
予
防
の
取
り
組
み
あ
る
い
は
国
の
補

正
で
持
続
化
給
付
金
、
定
額
給
付
金
の
事

務
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
先
に
盛

ん
に
言
わ
れ
て
い
る
新
し
い
生
活
様
式
が

あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
デ
ジ
タ
ル
化
だ
と

思
っ
て
い
る
。

休
校
中
の
学
力
保
証
は

問
　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
学
校
が
休
校
と

な
っ
た
が
学
力
保
証
の
取
り
組
み
は
、
課

題
は
あ
っ
た
か
。

状
況
を
把
握
し
て
指
導

 

田
中
教
育
長

答
　
休
校
中
は
、い
ず
れ
も
プ
リ
ン
ト
配
布
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ソ
フ
ト
「
す
ら
ら
」
の

無
償
案
内
、
そ
し
て
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
サ
イ
ト
の
紹
介
等
、
学
習
保
障
を
行 

っ

て
い
る
。
配
慮
を
必
要
と
す
る
生
徒
に
つ

い
て
は
担
任
が
直
接
電
話
や
家
庭
訪
問
の

形
で
状
況
を
把
握
し
て
指
導
し
て
い
る
。

食
事
券
の
売
り
上
げ
状
況
は

問
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
自
宅
で
過
ご

さ
れ
た
方
も
多
く
宿
泊
・
飲
食
業
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。
救
済
策
で
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
こ
と
う
ら
食
事
券

事
業
も
さ
れ
た
が
、
食
事
券
は
販
売
当
日

3
割
の
売
り
上
げ
と
聞
い
て
い
る
。
現
在

の
状
況
は
。

　
ま
た
外
出
自
粛
に
よ
り
特
に
高
齢
の
単

身
世
帯
や
社
会
的
弱
者
の
方
の
見
守
り
・

安
否
確
認
は
で
き
て
い
た
の
か
、
反
省
す

べ
き
点
は
無
か
っ
た
か
。

い
か
に
行
っ
て
い
た
だ
く
か

 

小
松
町
長

答
　
売
り
上
げ
が
良
か
っ
た
悪
か
っ
た
よ
り

も
、
い
か
に
お
店
に
行
っ
て
い
た
だ
く
か

と
い
う
考
え
で
販
売
し
て
い
る
。

周
知
不
足

 

米
村
商
工
観
光
課
長

答
　
食
事
券
は
十
分
な
周
知
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
現
在
の
状
況
は
77
％
に
な
る
。

民
生
委
員
に
お
願
い

 
渡
辺
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

答
　
自 

粛
中
は
民
生
委
員
も
心
配
し
て
お

り
、
訪
問
は
で
き
る
だ
け
避
け
電
話
で
対

応
、
予
算
も
通
信
運
搬
費
と
い
う
こ
と
で

付
け
ら
れ
た
。
ど
う
し
て
も
電
話
対
応
が

で
き
な
い
場
合
は
臨
戸
訪
問
を
し
て
い
る
。

効
果
的
な
施
策
を

問
　
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た
か
検
証
が

必
要
、
水
道
料
金
の
無
償
化
や
ご
み
袋
の

無
料
配
布
な
ど
、
独
自
の
事
業
で
注
目
さ

れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
効
果
的
な
施

策
を
お
願
い
し
た
い
。
見
守
り
は
、
自
主

防
災
組
織
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

活
動
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
。

動
き
づ
ら
か
っ
た

 

小
松
町
長

答
　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
民
生
委
員
も
動

き
づ
ら
か
っ
た
と
思
う
。
食
事
券
は
飲
食

店
が
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
本
・
分

庁
舎
と
商
工
会
で
販
売
し
た
。

熱
中
通
販
の
売
上
状
況

問
　
巣
ご
も
り
で
全
国
的
に
通
販
の
売
り
上

げ
が
伸
び
た
話
も
あ
る
。
通
販
と
言
え
ば

熱 

中
通
販
の
売
上
状
況
が
分
か
れ
ば
お
願

い
す
る
。

　
5
月
末
で
ト
ー
タ
ル
27
万
2
、１
５
４

円
で
あ
る
。

　
　問

 

米
村
商
工
観
光
課
長

答

問 コロナ禍で見えた
 町の課題は

答 キーワードはデジタル化
 小松町長

大平 高志　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 36回 30分 ＋ 55分 ） 85分
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一 般 質 問 一 般 質 問

防
災
計
画
は

　
　
　
①
「
町
防
災
計
画
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
よ
う
な
感
染
症
対
応
が

で
き
て
い
な
い
。見
直
し
す
べ
き
で
は
。

② 

町
は
大
小
様
々
な
施
設
を
所
有
し
て
い

る
耐
震
化
の
現
状
は
。

③ 

島
根
原
子
力
発
電
所
災
害
発
生
時
、
町

内
に
は
多
数
の
避
難
民
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
対
応
は
万
全
か
。

見
直
し
を
す
る

 
小
松
町
長

答① 

「
町
防
災
計
画
」
は
、
変
更
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

② 

法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
32
棟
の
耐
震

化
は
終
了
し
、
他
の
20
棟
の
内
15
棟
は

調
査
済
み
で
あ
る
が
、
5
棟
は
廃
止
等

で
調
査
を
止
め
て
い
る
。

③ 

米
子
市
か
ら
約
７
０
０
０
人
受
け
入
れ

す
る
が
、今
後
県
か
ら
の
指
導
が
あ
る
。

　
一
般
的
な
感
染
症
は
、
学
校
保
健
安
全

法
で
対
応
し
て
い
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

町
職
員
住
居
手
当
差
別

　
　
　
役
場
正
職
員
は
賃
貸
住
宅
に
住
ん

で
い
る
場
合
住
居
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
目
的
は
、
ま
た
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
は
支
給
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
差
別
で
は
な
い
か
。

差
別
で
は
な
い

 

小
松
町
長

答
　
福
利
厚
生
と
し
て
、
長
期
に
採
用
し
た

場
合
の
住
宅
の
確
保
の
補
助
で
あ
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
最
大
3
年
の
期
間

で
事
務
の
補
助
と
い
う
こ
と
で
支
給
し
て

い
な
い
、
差
別
で
は
な
い
。

農
業
委
員
会
の
人
事
介
入
は

　
　
　
今
年
2
月
の
議
会
常
任
委
員
会
配

属
で
、
小
椋
議
長
は
、
某
議
員
に

対
し
て
「
農
業
委
員
会
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

あ
っ
た
の
で
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
し
た
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
委
員
会

が
議
会
人
事
に
介
入
し
た
こ
と
と
な
る
が

事
実
か
。

　
農
業
委
員
会
が
議
会
の
委
員
会
配
属
に

介
入
し
た
こ
と
は
な
い
。

部
落
解
放
同
盟
は
公
益
団
体
か

　
　
　
「
議
会
監
査
請
求
の
報
告
」
に
よ

る
と
、「
部
落
解
放
同
盟
琴
浦
町

協
議
会
は
、
人
権
施
策
を
推
進
す
る
公
益

的
な
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
」
と

あ
る
、
政
治
活
動
、
選
挙
運
動
、
糾
弾
闘

争
を
す
る
団
体
で
も
公
益
か
。

公
益
的
な
活
動
団
体
と
判
断

 

稲
田
代
表
監
査
委
員

答
　
補
助
金
の
目
的
と
し
て
、
研
修
し
て
差

別
の
な
い
社
会
に
し
て
い
く
活
動
が
公
益

的
な
団
体
と
判
断
す
る
。

町
長
・
議
員
選
挙
投
票
率
ア
ッ
プ

　
　
　
前
回
の
投
票
率
が
、
54
・
６
％
と

低
調
で
あ
っ
た
。
今
後
投
票
率

ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
と
回
答
を
得
て
い
る

が
、
検
討
結
果
は
。

　
従
来
か
ら
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り

新
た
な
有
効
手
段
が
見
つ
か
れ
ば
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
。

問

検
討
す
る

 

田
中
教
育
長

答問問

介
入
し
た
こ
と
は
な
い

 

福
田
農
業
委
員
会
会
長

答問問
有
効
手
段
積
極
的
取
り
入
れ

 

坂
口
選
挙
管
理
委
員
長

答

高塚 勝　議員

問 新型コロナ災害対応は

答 防災計画を見直す 小松町長
検討する 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 22回 20分 ＋ 28分 ） 48分
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
保
税
の
凍
結

　
　
　
今
年
度
の
国
保
会
計
は
、
医
療
費

が
上
が
る
予
定
で
約
２
０
０
０
万

円
不
足
す
る
と
し
て
、
３
６
０
０
万
円
蓄

え
が
あ
る
の
に
引
き
上
げ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
前
年
所
得
に
課
税
す

る
矛
盾
が
極
限
ま
で
広
が
り
か
ね
な
い
。

国
保
税
の
増
税
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
経
済
的
影
響
が
一
気
に
出
た
。
こ

れ
か
ら
が
心
配
。
税
率
の
見
直
し

を
行
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
見
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経

済
状
況
を
見
た
と
き
指
摘
も
含
め
て
考
え

て
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

国
保
の
滞
納
は
第
１
位

　
　問

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
よ
れ
ば
4
割
の

自
治
体
が
国
保
を
値
上
げ
し
て
琴
浦
は
上

位
6
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
標
準
世

帯
で
年
間
６･

６
万
円
上
が
っ
て
41
・

7
万
円
に
な
る
。
東
京
の
国
立
市
は
上
げ

 

る
予
定
の
国
保
料
を
凍
結
し
た
。
国
保
運

営
協
議
会
を
開
き
、
見
直
す
べ
き
だ
。

対
象
者
の
こ
と
を
考
え
る

 

小
松
町
長

答
　
町
内
の
経
済
状
態
を
考
え
た
と
き
ど
う

す
べ
き
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
国
保
の
対
象
者
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

低
所
得
者
を
直
撃

　
　問

　
所
得
25
万
円
の
母
子
家
庭
の
場
合
給
与

収
入
は
123
万
円
に
な
る
。
こ
の
層
の
値
上

げ
は
１
・
２
万
円
で
年
間
国
保
税
は
８
・

89
万
円
に
な
る
。
給
与
収
入
の
７・
２
％

も
持
っ
て
い
か
れ
る
。

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
れ
ば
窓
口
負
担
も

い
る
。
放
置
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

各
課
と
相
談
し
判
断

 

小
松
町
長

答
　
今
言
わ
れ
た
数
字
は
、
す
ぐ
に
は
頭
に

入
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
執
行
上
の

予
算
の
話
も
聞
い
た
上
で
判
断
し
た
い
。

受
診
抑
制
は
顕
著

　
　問

　
県
の
保
険
医
協
で
は
、
患
者
が
70
％
、

歯
科
で
は
77
％
に
減
っ
て
い
る
。

　
値
上
げ
し
た
の
は
い
い
が
、
受
診
抑
制

で
医
療
費
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
て
基
金
が

さ
ら
に
積
み
上
が
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
国
保
税
を
元
に
戻
す
ぐ
ら
い
の
対
策
を

ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
患
者
が
減
っ
て
い
る
の
も
確
か
で
、
承

知
し
て
い
る
。
そ
れ
も
含
め
、
国
保
税
の

あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

法
的
専
門
知
識
活
用

法
的
知
見
の
活
用
は

　
　問

　
複
雑
か
つ
専
門
化
す
る
地
方
行
政
に

あ
っ
て
法
的
専
門
知
識
の
知
見
の
活
用
を

町
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
対
応
し
て
い
る

の
か
。

顧
問
弁
護
士
に
相
談

 

小
松
町
長

答
　
町
村
会
の
委
託
し
て
い
る
顧
問
弁
護
士

に
相
談
し
て
い
る
。
相
談
は
年
々
増
え
、

「
琴
浦
は
多
い
」
と
弁
護
士
は
言
っ
て
い

る
。
訴
訟
に
は
費
用
弁
償
し
て
い
る
。

　
　
　
上
伊
勢
の
境
界
確
定
訴
訟
は
一
体

い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。　
登
記

を
町
が
す
る
と
議
会
で
言
っ
て
い
た
が
、

登
記
は
誰
が
し
て
、
誰
が
費
用
を
負
担
し

た
の
か
。

　
町
で
は
（
登
記
を
）
や
っ
て
い
な
い
。

当
事
者
が
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問答

減
っ
て
い
る
の
も
確
か

 

小
松
町
長

答問

 

大
田
税
務
課
長

答

青亀 壽宏　議員

問 国保増税の見直しを

答 指摘を含めて考える
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 22回 30分 ＋ 40分 ） 70分
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一 般 質 問 一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
と
自
然
災
害

分
散
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

い
つ
知
ら
せ
る
か

　
　問① 

新
型
コ
ロ
ナ
「
複
合
災
害
」（
コ
ロ
ナ

と
自
然
災
害
が
共
存
す
る
）
分
散
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
町
民
へ
の
告

知
は
い
つ
す
る
の
か
。

② 

企
業
の
経
営
と
雇
用
の
中
で
、
離
職
者

に
町
営
住
宅
の
家
賃
半
額
提
供
、
ま
た

事
業
者
の
水
道
料
基
本
料
金
の
免
除
に

つ
い
て
。

③ 
弱
者
救
済
措
置
と
し
て
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
（
未
婚

も
含
む
）
に
一
律
３
万
円
、
児
童
１
人

あ
た
り
米
５
㎏
支
給
す
る
。
ま
た
、
障

が
い
者
就
労
Ｂ
型
に
給
付
金
を
。

④ 

役
場
の
分
散
業
務
（
職
員
感
染
時
の
業

務
継
続
等
）
に
つ
い
て
は
。

⑤ 

学
校
教
育
の
現
状
と
今
後
の
対
応
の
中

で
、
休
校
前
後
の
学
習
指
導
と
小 
学
１

年
生
の
学
校
生
活
の
実
態
は
。
ま
た
、

今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
。

①
分
散
避
難
で
「
密
」
回
避

 

小
松
町
長

答
　
国
の
複
合
災
害
の
指
針
ま
た
、
２
次
補

正
を
見
な
が
ら
、
通
常
の
避
難
所
の
中
で

避
難
所
避
難
・
ホ
テ
ル
避
難
・
青
空
避
難
・

縁
故
避
難
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
留
意
し
な

が
ら
分
散
避
難
を
検
討
中
で
あ
る
。
感
染

を
避
け
る
避
難
所
の
行
動
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
町
民
に
７
月
の
頃
に
は
各
戸
に

個
別
配
布
し
た
い
。
急
い
で
や
っ
て
い
る

こ
と
は
、
現
地
確
認
か
ら
始
め
、
早
急
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
い
。

　
避
難
所
受
付
の
問
診
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
は
保
健
師
が
対
応
し
分
散
・
個
室
等
に

振
り
分
け
方
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
と
相

談
す
る
。福

祉
避
難
所
８
カ
所
確
保

 

山
田
総
務
課
長

答
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
町
内
各
福
祉

施
設
等
で
、吸
引
器
・
マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
等
検
討
し
て
い
る
。

　
10
張
の
テ
ン
ト
は
、
地
区
公
民
館
単
位

に
、
優
先
的
に
以
西
・
古
布
庄
・
下
郷
で
、

そ
れ
以
外
は
24
カ
所
の
指
定
避
難
所
を
設

置
し
て
い
る
。

②
現
場
の
声
を
聞
き
独
自

支
援
す
る 

小
松
町
長

答
　
経
済
対
策
と
し
て
、
離
職
者
や
事
業
者

の
水
道
料
に
し
て
も
、
現
場
の
声
を
聞
き

支
援
を
検
討
す
る
。

③
弱
者
救
済
は
実
態
を
把
握

 

小
松
町
長

答
　
行
政
は
申
請
主
義
な
の
で
、
実
態
が
あ

れ
ば
対
応
し
た
い
。
制
度
に
の
る
も
の
、

の
ら
な
い
も
の
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
　

④
分
散
業
務
は
や
っ
て
い
る
が
、
職
員
感

染
時
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く 

小
松
町
長

　
本
庁
舎
・
分
庁
舎
・
ま
な
び
タ
ウ
ン
・

公
民
館
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
っ
て
い
る
。

職
員
感
染
時
に
は
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
き
、
時
差
出
勤
・
シ
フ
ト

勤
務
等
の
業
務
を
執
行
す
る
。

　
　
　
⑤
支
障
は
出
て
い
な
い
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
環
境
を
整
え
る 

田
中
教
育
長

　
４
月
に
入
っ
て
の
休
校
は
４
日
間
の
み

で
、
学
校
生
活
に
問
題
は
な
い
が
、
第
２

波
・
３
波
の
可
能
性
も
あ
り
、
特
別
活
動

を
ど
う
い
う
形
で
取
り
入
れ
て
い
く
か
考

え
な
が
ら
対
応
し
た
い
。
た
だ
休
校
時
で

は
な
い
が
、
児
童
虐
待
は
あ
る
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
対
し
て
の
対
応
に
取
り
組
み
た
い
。

答答

問 コロナ禍の弱者救済を
 独自支援策で

答 国の2次補正で対応する
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 14回 27分 ＋ 43分 ） 70分

桑本 始　議員
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議会に対する町民アンケート調査（郵送アンケート）集計結果

■調査方法 �
①調査対象…住民基本台帳（令和元年11月1日現在搭載）から無作為抽出した満18歳以上の町民1,000人
②調査方法…郵送によるアンケート調査票の配布、回収
③調査期間…令和元年11月５日～12月2日到着分までを集計

詳細はこちら

　琴浦町議会では、町民の皆さまの目にどのように映っているのか、また、日ごろ議会をどのように感じられてい
るのかを伺い、これからの議会のあり方を考えるため、アンケートを行いました。
　アンケートにご協力いただいた皆さま誠にありがとうございました。（議長）

　アンケート結果は次のとおり。紙面の都合上、ホームページや意見箱への回答、および自由記載欄の意見等は省
略。詳細は町ホームページで公開。
　なお、現在鳥取大学に委託して分析を行っている。

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①毎回読む 29 22 1 52 21.1%
②ときどき読む 43 51 94 38.2%
③�読んだことはある 20 43 1 64 26.0%
④�読んだことはない 12 18 30 12.2%
⑤知らない 3 3 6 2.4%
⑥その他 0 0.0%
⑦無回答 0 0.0%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

①
毎回読む
21%

②
ときどき読む
38%

③
読んだこと
はある
26%

④読んだこと
　はない
　12%

⑤知らない
　3%

⑥その他
　0%
⑦無回答
　0%

【問４】議会広報紙 ｢議会だより｣ を読まれたことはありますか。

■回収の状況

【全体】送付数　1,000件　　回収数　246件（24.6％）

【問1】あなたの性別は。
　　①男性　107件　　②女性　137件　　③その他　0件　　④無回答　2件

【問2】あなたの年齢は。
　　①20代未満　0件　　②20代　11件　　③30代　42件　　④40代　25件
　　⑤50代　　�52件　　⑥60代　64件　　⑦70代　47件　　⑧80代　� 6件

【問3】あなたの職業は。（主なもの）
　　①会社員　83件　　②公務員　13件　　③農林漁業　23件　　④専業主婦（夫）　27件
　　⑤非正規　39件　　⑥学生　　� 1件　　⑦無職　　　45件　　⑧その他　15件
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議会に対する町民アンケート調査（郵送アンケート）集計結果

①討論
11% ②請願・陳情

　9%

③賛否が
　分かれた
　議案
　11%

④質疑
14%

⑤委員会の活動
　8%

⑥
一般質問
20%

⑦特集号
3%

⑧
町民の声
17%

⑨その他
3%

⑩無回答
4%

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①討論 27 25 1 53 11.1%
②請願・陳情 19 26 45 9.4%
③�賛否が分かれた議案 31 23 54 11.3%
④質疑 33 32 65 13.6%
⑤委員会の活動 15 22 1 38 7.9%
⑥一般質問 45 52 1 98 20.5%
⑦特集号 5 9 14 2.9%
⑧町民の声 27 54 1 82 17.1%
⑨その他 7 6 13 2.7%
⑩無回答 6 11 17 3.5%

合計 215 260 0 4 479 100.0%

【問５】議会広報紙 ｢議会だより｣ の記事内容について興味のある項目はどれですか。（複数回答可）

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①ある 21 8 29 11.8%
②少しはある 36 46 82 33.3%
③�どちらとも言えない 21 39 1 61 24.8%
④あまりない 21 33 1 55 22.4%
⑤ない 7 11 18 7.3%
⑥無回答 1 1 0.4%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

①ある
12%

②
少しはある
33%③

どちらとも
言えない
　　25%

④
あまりない
22%

⑤ない
7%

⑥無回答
1%

【問６】あなたは、琴浦町議会に関心がありますか。

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①�各会期1回以上 1 1 0.4%
②年に数回 3 1 4 1.6%
③年に1回程度 3 1 4 1.6%
④ない 99 133 2 234 95.1%
⑤無回答 2 1 3 1.2%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

①各会期１回以上
　0%

②年に数回
　2%
③年に１回程度
　2%

④ない
95%

⑤無回答
　 1%

【問7】あなたは、町議会の本会議・委員会を傍聴されたことがありますか。
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①各会期１回
　以上
　6%

②
年に数回
29%

③
年に１回
程度
21%

④
ない
43%

⑤無回答
1%

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①�各会期１回以上 9 5 14 5.7%
②年に数回 34 37 71 28.9%
③年に１回程度 24 28 1 53 21.5%
④ない 39 65 1 105 42.7%
⑤無回答 1 2 3 1.2%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

【問８】TCC�（ケーブルテレビ）で会議放送を視聴されたことがありますか。

①思う
5%

②
少しは
思う15%

③どちらとも
言えない
48%

④あまり
思わない
30%

⑤無回答
2%

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①思う 6 5 11 4.5%
②少しは思う 16 21 37 15.0%
③�どちらとも言えない 40 78 1 119 48.4%
④�あまり思わない 42 31 1 74 30.1%
⑤無回答 3 2 5 2.0%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

【問９】あなたは、今の町議会を総合的に評価できると思いますか。

〈重要度〉 低い 高い
1 2 3 4 5 無回答 総計

①�町長や行政に対する
チェック

18 29 74 49 60 16 246
7.3% 11.8% 30.1% 19.9% 24.4% 6.5% 100.0%

②�条例の制定・政策提言 18 28 81 56 45 19 247
7.3% 11.3% 32.8% 22.7% 18.2% 7.7% 100.0%

③�町民意見の町政への
反映

20 31 57 50 74 14 246
8.1% 12.6% 23.2% 20.3% 30.1% 5.7% 100.0%

④�町民への説明責任・
情報提供

20 30 59 52 69 16 246
8.1% 12.2% 24.0% 21.1% 28.1% 6.5% 100.0%

〈満足度〉 低い 高い
1 2 3 4 5 無回答 総計

①�町長や行政に対する
チェック

30 52 118 22 7 17 246
12.2% 21.1% 48.0% 8.9% 2.9% 6.9% 100.0%

②�条例の制定・政策提言 32 67 109 14 5 19 246
13.0% 27.2% 44.3% 5.7% 2.0% 7.7% 100.0%

③�町民意見の町政への
反映

42 62 105 13 7 17 246
17.1% 25.2% 42.7% 5.3% 2.9% 6.9% 100.0%

④�町民への説明責任・
情報提供

41 69 98 15 5 18 246
16.7% 28.1% 39.8% 6.1% 2.0% 7.3% 100.0%

【問10】あなたは、議会が果たすべき役割といわれる、以下の項目Ａ～Ｄの機能について、日ごろどの
ように感じておられますか（満足度）。また、どのくらい重要だと思いますか（重要度）。あなたのお考
えに近いものを１つ選んで、○をつけてください。
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議会に対する町民アンケート調査（郵送アンケート）集計結果

1 2 3 4 5
満足度 12.2% 21.1% 48.0% 8.9% 2.9%
重要度 7.3% 11.8% 30.1% 19.9% 24.4%

12.2%
21.1%

48.0%

8.9% 2.9%7.3% 11.8%

30.1%
19.9% 24.4%

1 2 3 4 5
満足度 13.0% 27.2% 44.3% 5.7% 2.0%
重要度 7.3% 11.3% 32.8% 22.7% 18.2%

13.0%

27.2%

44.3%

5.7% 2.0%7.3% 11.3%

32.8%
22.7% 18.2%

1 2 3 4 5
満足度 17.1% 25.2% 42.7% 5.3% 2.9%
重要度 8.1% 12.6% 23.2% 20.3% 30.1%

17.1%
25.2%

42.7%

5.3% 2.9%8.1% 12.6%

23.2% 20.3%
30.1%

1 2 3 4 5
満足度 16.7% 28.1% 39.8% 6.1% 2.0%
重要度 8.1% 12.2% 24.0% 21.1% 28.1%

16.7%

28.1%

39.8%

6.1% 2.0%8.1% 12.2%

24.0%

21.1%
28.1%

④町民への
　説明責任・
　情報提供
　17%

①町長や行政に
　対するチェック
　19%

②条例の制定・
　政策提言
　9%③

町民意見の
町政への反映
49%

⑤無回答
　 6%

【問11】問10の①～④のうち、あなたが最も重要だと思う議会の機能はなんですか。1つ選んで、✓チェッ
クまたは、○で囲んでください

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①�町長や行政に対する
チェック 25 23 1 49 19.3%

②条例の制定・政策提言 13 9 1 23 9.1%
③�町民意見の町政への
反映 50 75 125 49.2%

④�町民への説明責任・
情報提供 13 30 43 16.9%

⑤無回答 7 7 14 5.5%
合計 108 144 0 2 254 100.0%

【問10　続き】

①�町長や行政に対
するチェック

②�条例の制定・政
策提言

③�町民意見の町政
への反映

④�町民への説明責
任・情報提供

ことうら議会だより　2020年８月１日　第65号―　21　―

議
会
の
役
割

議
会
の
機
能



１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①多い 32 26 58 23.6%
②やや多い 31 40 1 72 29.3%
③適当 37 60 1 98 39.8%
④やや少ない 1 1 2 0.8%
⑤少ない 0 0.0%
⑥無回答 6 10 16 6.5%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

①
多い
24%

②
やや多い
29%

③
適当
40%

④やや少ない
　1%

⑤少ない
　0% ⑥無回答

6%

【問12】現在の議員定数（16人）についてどのように思われますか。
また、そう思われる理由をお書きください。

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①多い 17 32 49 19.9%
②やや多い 13 32 1 46 18.7%
③適当 45 56 101 41.1%
④やや少ない 16 9 25 10.2%
⑤少ない 9 9 3.7%
⑥無回答 7 8 1 16 6.5%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

①
多い
20%

②
やや多い
19%③

適当
41%

④やや
少ない
10%

⑤少ない
4%

⑥無回答
6%

【問13】議員の登庁日数を平均すると年間70日程度になります。そのほかにも会議のない日は、各自で
議員調査活動等を行っております。琴浦町議会議員報酬は、月額224,000円ですが、どう思われますか。

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①議員に関心が無い 61 77 1 139 46.6%
②�議員（報酬等含み）
に魅力が無い 45 47 1 93 31.2%

③わからない 15 31 46 15.4%
④その他 5 9 14 4.7%
⑤無回答 3 3 6 2.0%

合計 129 167 0 2 298 100.0%

①
議員に

関心が無い
47%②議員（報酬

等含み）に魅
力が無い
31%

③わからない
　15%

④その他
5%

⑤無回答
2%

【問14】町議会議員選挙の立候補者が少なくなってきている理由はなぜだと思われますか。（複数回答可）。
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議会に対する町民アンケート調査（郵送アンケート）集計結果

①
思わない
79%

②あまり
思わない
7%

③少しは思う
4%

④思う
1%

⑤無回答
9%

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①思わない 77 117 1 195 79.3%
②あまり思わない 11 5 1 17 6.9%
③少しは思う 6 3 9 3.7%
④思う 2 2 0.8%
⑤無回答 11 12 23 9.3%

合計 107 137 0 2 246 100.0%

【問15】あなたは、今後、町議会議員選挙に立候補したいと思われますか。

①議会や政治に関心
　がない　16%

⑭無回答　2%
⑬その他（事由に記載）　0%
⑫わからない　3%

⑪議員になって民意を行政に
　反映させたい　1％

②政治（家）に
　対するイメージ
　が悪い　15%

③町議会議員の仕事
　がわからない
　17%④町議会議員の仕事に

　魅力を感じない　18%

⑤町議会議員の報酬等
　の待遇に魅力を感じ
　ない（生活への不安
　がある）　7%

⑥今の仕事と両立
　できない　10%

⑦家族や周囲に
　反対がある　4%

⑧家族や周囲の応援が
　あれば議員選挙に立
　候補したい　1%

⑨議会や政治に
　関心がある　5%

⑩町議会議員の仕事に
　魅力を感じる　1％

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．無回答 回答数 率
①�議会や政治に関心が
ない 27 57 84 15.8%

②�政治（家）に対する
イメージが悪い 33 48 81 15.3%

③�町議会議員の仕事が
わからない 29 62 91 17.1%

④�町議会議員の仕事に
魅力を感じない 48 50 98 18.5%

⑤�町議会議員の報酬等
の待遇に魅力を感じ
ない（生活への不安
がある）

20 16 36 6.8%

⑥�今の仕事と両立でき
ない 30 23 53 10.0%

⑦�家族や周囲に反対が
ある 12 8 20 3.8%

⑧�家族や周囲の応援が
あれば議員選挙に立
候補したい

3 3 0.6%

⑨�議会や政治に関心が
ある 17 9 26 4.9%

⑩�町議会議員の仕事に
魅力を感じる 2 1 3 0.6%

⑪�議員になって民意を
行政に反映させたい 4 3 7 1.3%

⑫わからない 6 12 18 3.4%
⑬その他（事由に記載） 0 0.0%
⑭無回答 9 2 11 2.1%

合計 237 294 0 0 531 100.0%

【問16】あなたの考えに当てはまるものに✓チェックまたは、○をつけてください。（複数回答可）
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町 民 の 声
人とのご縁

　私は八橋のお寺で住職をしてい
ます。修行先から鳥取に戻ってき
て10年、先代から引き継いで５
年。ようやく僧侶として住職とし
て慣れてきたところです。
　この10年でお寺を取り巻く環境
も大きく変わったように感じます。
例えば葬儀は自宅で行われることはほぼなくなり葬祭
業者さんの会館で、また法事も親族を多く呼ぶことな
くご家族のみで行われることが多くなってきました。
　さらに昨今の新型コロナウイルス感染症の世界的流
行により、環境の変化が今後ますます進んでいくと予
想されます。先述の仏事だけでなく、毎年執り行われ
る各種行事等もいわゆる「新しい生活様式」に則った
かたちで行わざるを得ない状況となるでしょう。今は
仕方がないことだ、と頭では理解しつつもやはり不安
と寂しさを感じます。
　インターネットやSNSの発達により、「リモート○
○」のようにその場に居合わせる必要がない便利なも
のはたくさんありますし、特に今の新型コロナウイル
スが危惧されるような状況では有効活用すべきなので
しょう。ですがお寺に限らず、どの職業職種であって
も直接的な人と人の繋がりが希薄になっては成立しな
いものが多くあります。
　また若い世代でコミュニケーション能力の低下が指
摘されている中、他者と会って話をすることが苦手な
人が増えるといったことにもなりかねません。そうな
らないためにも「人のぬくもり」や「人とのご縁」を
忘れないことがこれからの社会を生きていく上でさら
に必要だと思います。そしてこの先の未来を支える子
どもたちにも、人を想う「心」を育んでもらいたいも
のです。

コロナ禍に思う
　全国的に見てもものすごい速さ
での給付金交付、ありがたく思い
ます。
　依然コロナ禍にあり、緊急事態
宣言は解除され、町内、県内での
感染拡大はなかったものの、それ
までの生活とはこれからも同じに
はならないのかもしれない、と感じながら生活をして
います。今回、学校や人によっては職場が休みになり、
さらには不要な外出を自粛しなければならないような
環境となりました。
　そんな中、インターネットを使った子どもたちの学
習方法、オンライン上でのコミュニケーションを経験
することができました。私の働く職場でも、オンライ
ン会議システムを使用した面会を行うなどの取り組み
も行われました。こういったことはこのような局面に
ならなければ経験することもなかった人もいるのでは
ないでしょうか。実際に会うのとはもちろん違うけど、
顔は見て話せるし、中々いいもののように思えます。
　けれど、インターネットや、それを使う端末の操作
が苦手な方、ゲーム依存やネット依存などの言葉でい
い印象がなく、距離を置いている人もいるかもしれま
せんね。便利な反面、使いこなさなければ危険なこと
は確かですから。でも、それは火や薬も同じことです
よね。
　人類はこれまでも何度もウイルスの猛威に脅かさ
れ、闘い抜いて生きてきました。日常や、常識も見直
しをし、その時代の文明のできる範囲で、状況に合わ
せた生活のスタイルに変化しつつ、さらに発展をもし
てきたのだと思います。これからは、様々なツールを
使用して、人と人が離れていてもそれを感じさせない
ような世の中になっていくような気がしています。
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